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農作業事故については、死亡災害の就業人口あたり発生件数が他産業に比

べて突出しており、大きな問題となっています。重大事故は様々な要因が重

なって発生するため、実効的な対策には、これらを詳細に調査・分析した事

故事例の活用が不可欠ですが、農作業事故では他産業に比べて公開されてい

る報告が少なく、内容も全ての事故要因は記載されていない等、多面的な対

策の検討には不十分であることが多いため、従前の農作業現場での安全対策

は、人的要因（不注意や誤操作への注意喚起等）に対する啓発に偏りがちで

す。このような状況に対して、現場での農作業安全推進の担当経験を有する

普及指導員や営農指導員からは、具体的な事故事例と、その原因を踏まえた

対策事例への要望が挙げられていました。 
 
ウェブコンテンツ「事故事例検索」（農作業事故事例検索システム）は、こ

のような現場ニーズに対応すべく、現地関係機関と連携し、機械等の起因物

や事故現場の確認、被災者からの聞き取り等による詳細な事故調査を行い、

事故要因や対策方法等を多面的に分析した個別報告を、ウェブ上で作目・事

故形態・機械用具名称から検索できるように開発されたものです。  
 
お問い合わせ先は以下のとおりです。 
（国研）農研機構 農業機械研究部門 
  システム安全工学研究領域 予防安全システムグループ 
  TEL：048-654-7053 FAX：048-654-7131 

Email： 
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１．システムの概要と使用方法 

１）システムの概要 

農作業事故防止に向けた現場レベルでの具体的な改善のための情報発信手段であり、インター

ネットに接続された端末からウェブブラウザでアクセスし、作目別の事故事例一覧から、事故形

態や機械用具名称で対象を絞り込み、該当する個別報告を PDFファイルで閲覧できるシステムで

す（図１）。 

各個別報告は、北海道農作業安全運動推進本部と連携し、農協等現地機関の協力により 2011

年度から詳細調査を行った事故事例についてまとめたものです。分析は農作業安全の知見を有す

る研究者複数名が関連資料を踏まえて行い、現地関係機関が事前に確認を行うことで、内容の適

切性の確保につなげています。個人情報は含まれません。 

※インターネットでの公開により、常に最新の事故情報の追加・提供を広く行うことが可能となっています。

検索機能は HTMLベースで構成されており、主要なウェブブラウザでの動作を確認しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 農作業事故事例検索システムの概要 
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２）使用方法 

（１）公開ページへの入り方と利用規約 

ウェブサイト「農作業安全情報センター」（https://www.naro.go.jp/org/iam/anzenweb/）ホ

ームから、「農作業事故について知りたい」→「事故事例検索」と選択すると（図１）、本システ

ムのメインページ（図２）が表示されます。 

利用にあたっては、メインページ右下の「使い方」から「事故事例検索コンテンツご利用規約」

を確認し、承諾することが必要となります。（コンテンツの利用により、本利用機規約の全ての

条項を遵守することに同意したものとみなされます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 農作業事故事例検索システムのメインページ（2021年 4月時点） 

いずれかをクリック
すると個別報告の
概要一覧が表示 
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（２）作目ごとの事故事例をみる 

メインページ左下の作目一覧から、確認したい作目を選択すると、それぞれの作目に関連する

事故事例の個別報告の概要が一覧表示されます（図３）。 

一覧の項目として、「個別報告 No.」「作目」「事故形態」「機械用具名称」「機械用具詳細」「作

業種類」「発生場所」「事故状況」を示しています。このうち「事故形態」「機械用具名称」は、（３）

及び（４）で示すように、絞り込み表示も可能です。 

一列目の「個別報告 No.」を選択すると、個別報告の PDFファイルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事故形態ごとの事故事例をみる 

メインページでそれぞれの作目を選んで事故事例の個別報告の概要一覧（図３）を表示し、一

覧の上にある左側プルダウンメニューから、機械の転落・転倒や巻き込まれなどの「事故形態」

を選択すると、その作目において該当する事故事例のみが一覧表示されます。一覧上の各事例の

「個別報告 No.」を選択すると、個別報告の PDFファイルが表示されます。 

※作目に関係なく、全ての事故事例から絞り込みたい場合は、メインページ左下の作目一覧で、「全作目」を

選択してから、プルダウンメニューで目的の事故形態を選択します。 

※（４）に示す右側プルダウンメニュー「機械用具名称」による絞り込みと組み合わせることも可能です。 

（４）機械用具名称ごとの事故事例をみる 

メインページでそれぞれの作目を選んで事故事例の個別報告の概要一覧（図３）を表示し、一

図３ 個別報告の概要の一覧表示画面（2021年 4月時点） 

いずれかをクリックすると個別報告へ 

プルダウンメニューで絞込可 
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覧の上にある右側プルダウンメニューから、トラクタや収穫機（穀類）などの「機械用具名称」

を選択すると、その作目において該当する事故事例のみが一覧表示されます。一覧上の各事例の

「個別報告 No.」を選択すると、個別報告の PDFファイルが表示されます。 

※プルダウンメニューでは、機械・用具等を大まかに分類したものが示されます。具体的な機械がどの分類

に含まれているかについては、メインページ右下の「使い方」からリンク先の PDFファイルで確認できま

す。 

※作目に関係なく、全ての事故事例から絞り込みたい場合は、メインページ左下の作目一覧で、「全作目」を

選択してから、プルダウンメニューで目的の事故形態を選択します。 

※（３）に示す左側プルダウンメニュー「事故形態」による絞り込みと組み合わせることも可能です。 

（５）個別報告の読み方 

個別報告は、事故の概況、救命・治療の経緯、事故原因、事故防止対策、事故機や現場の状況

説明図で構成されています（図４）。１行目には、（２）～（４）の各項目のどれに該当する報告

であるかが記載されています。 

事故原因については、人、機械・用具等、作業環境等、安全管理（作業方法等）の各要因に該

当するものを分析、記載しており、それぞれの観点から、農作業現場に潜在する問題点を把握す

ることができます。 

事故防止対策については、当事者による実際の事故後の対策を改善事例として紹介するととも

に、各要因において他に推奨する対策も併記しています。また、今後の機械開発・改良における

安全上の要点など、製造者の参考になる情報も示してあります。 

これらを参考にすることで、個々の農作業現場における類似事故の防止に向けた、従来の人へ

の対策（注意喚起等）のみに依存せず、実効的かつ多面的な対策の検討ができます。 

※原因と対策がどの観点によるものかをわかりやすくするため、人に関するものには  、機械・用具等に

関するものには  、作業環境等に関するものには  、安全管理（作業方法等）に関するものには  の

ラベルをつけています。 
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図４ 個別報告の例（2021年 4月時点） 

事故防止に向けた対策 

事故の概況 

救命・治療 

事故原因 
（被災者、機械・用具等、作業環境等、

被災者以外の人、管理体制） 

現場の状況説明図 
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２．それぞれの立場からの活用 

生産者においては、自らの作目や使用機械に該当する事故事例の個別報告を参考にすることで、

自らの生産現場に潜在する類似の要因に気づき、事例も参照しながら事故防止対策につなげるこ

とができます。 

普及指導機関、農協、自治体、労働安全関係者においては、地域での主要作目や使用機械をも

とに個別報告を参照し、得られた情報をもとに、生産者に対して、安全で継続的な農業経営の実

践につながる具体的な改善指導（GAP認証に向けた指導を含む）を行うことができます。すでに

2019年度より試行版の運用を行っており、北海道では安全啓発パンフレット（生産者全戸配布）

で周知されているほか、全国各地の農作業安全研修会等でも個別報告の活用実績があり、地域に

即した具体的な事例に基づく啓発情報は、指導側、生産者側の双方から好評を得ています。また、

同じくウェブサイト「農作業安全情報センター」で公開している「対話型農作業安全研修ツール」

を用いた研修においても、研修対象者のヒヤリハット体験や地域での事故実態に対応した事故事

例の紹介等に活用できます。 

機械用具製造販売業者においては、特に事故要因のうち機械に関する項目を確認することで、

より安全な農業機械・用具の設計、供給、アフターサービスにつなげることができます。 

 

 

３．今後の予定と対応 

本公開開始以降も、引き続き北海道農作業安全運動推進本部をはじめとした現地機関と連携し

て農作業事故の現地調査を行い、事故事例の追加を行うこととしています。 

また、これらの事故事例を活用した農作業安全活動についての各種ご相談にも随時対応します。

１ページ目に記載したお問い合わせ先までご連絡ください。 

 


